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自己紹介
村上 明子
1999年 4月 日本アイ・ビー・エム株式会社 東京基礎研究所 入社

2016年 1月 同社 東京ソフトウェア開発研究所

2021年  4月 損害保険ジャパン株式会社 入社 執行役員待遇 DX推進部 特命部長

2021年10月 同社 執行役員待遇 DX推進部長

2022年  4月 同社 執行役員 CDO(Chief Digital Officer) DX推進部長

2024年  4月 AI Safety Institute 所長［現職］

2024年  4月 損害保険ジャパン株式会社 執行役員 CDaO(Chief Data Officer) データドリブン経営推進部長 ［現職］

2025年 4月 SOMPOホールディングス株式会社 執行役員常務 グループChief Data Officer［現職］

政府・自治体関連

【内閣府】AI制度研究会座長代理
【情報・システム研究機構国立情報学研究所（NII）】運営委員
【IPA】「未踏アドバンスト事業」に係るプロジェクトマネージャー
【文科省】情報科学技術分野における戦略的重要研究開発領域に関する
検討会 委員
【デジタル庁】 デジタル社会構想会議 委員
【個人情報保護委員会】 個人情報保護政策に関する懇談会メンバー
【東京都】 AI 戦略専門家会議（東京都 デジタルサービス局）

研究関連
【一般社団法人 言語処理学会】 理事
【滋賀大学】 データサイエンス教育研究アドバイザリーボード委員
【立教大学】人工知能科学研究科アドバイザリーボードメンバー

民間関連
【国際社会経済研究所（IISE）】 アドバイザリーボート委員
【経団連】 デジタルエコノミー推進委員会 企画部会長
【World Economic Forum】Network of Global Future Council 

市民関連
【一般社団法人 情報支援レスキュー隊】 監事（設立メンバー）
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• AIモデルを一から開発しなくとも誰でもAIサービスの提供が可能になり、従来のアプリサービスの品質
管理に加えて、AI固有のリスク対策を講じることがAIサービス提供者として大切です。

• 十分な対策が行われない場合、コンプライアンス違反、レピュテーション低下、利用者・売上の減少、損
害賠償請求、営業停止 等の可能性も考えられます。

＃ 概要 影響（例）

1
「就職希望者の履歴書をAIで評価する」システムが、就職において男性を優遇し、女

性が不利になるように評価をしていたことが判明した。
女性応募者の雇用機会が失われました。

2

弁護士が生成AIチャットツールを調査に使用しAIが偽の情報を出力した。

弁護士は偽の情報が含まれた文書を裁判所に提出し、偽情報が含まれていることが

判明し、罰金を科された。

利用者（弁護士）に処分（罰金）が科されました。

3
生成AI言語モデルとの会話の後、ある男性が自殺したと報じられた。このAIは、地球

環境のために自殺をすべきだといった不適切な会話をしていた。
人命が失われました。

4 画像認識を行うシステムが、人間をゴリラとして誤認識したことが問題となった。 企業の信頼性やブランドイメージに大きな影響を与えた。

重大な影響（可能性）があったAIリスク事例

他社がサービス提供するAIモデルを用いて開発した製品を組織内外に提供する場合でも、

AI提供者としてのAIセーフティ対策は必要となります。

出典：AIセーフティに関する評価観点ガイド AIセーフティに関するレッドチーミング手法ガイドのご紹介

AI提供者として、AIセーフティを対策することが不可欠

https://aisi.go.jp/assets/pdf/20250326_powerpoint_ja.pdf
https://aisi.go.jp/assets/pdf/20250326_powerpoint_ja.pdf
https://aisi.go.jp/assets/pdf/20250326_powerpoint_ja.pdf
https://aisi.go.jp/assets/pdf/20250326_powerpoint_ja.pdf
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広島AIプロセスでの議論やAIセーフティサミットを経て、

日本のAIセーフティ・インスティテュート（AISI）を設立（2024年2月）
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国際的な動向と日本におけるAISI

日本から
「広島AIプロセス」

を提唱

広島AIプロセス
フレンズグループ

を設立

「広島AIプロセス
包括的政策枠組み」
等に各国合意

AIセーフティ・
インスティテュート

(AISI)
設立

（事務局はIPAに設置）

2023年5月 2024年5月2023年12月 2024年2月 2025年3月

GPAI
東京専門家
支援センター

設立

広島AIプロセス
レポーティング
フレームワーク
運用開始

2024年7月

2025年5月26日時点
19社が参加

安全・安心で信頼できるAI
の実現を目指す、賛同国に
よる自発的な国際枠組み

GPAIに所属するAIの専門家
を支援する組織

2023年11月
AIセーフティーサミット
（UKロンドン）

2024年5月
AIセーフティーサミット
（韓国ソウル）

2025年2月
AIアクションサミット
（フランスパリ）
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• フレンズグループ

2024年5月に発足した安全・安心で信頼
できるAIの実現を目指す、賛同国による自
発的な国際枠組み

• HAIP報告枠組み
生成AIのリスク評価とガバナンスの実
装状況を各国が共有できる仕組み

2025年2月に正式に立ち上げ、4月に１
回目の報告が出揃う

広島AIプロセス フレンズグループと報告枠組み

開催結果｜広島AIプロセス

https://www.soumu.go.jp/hiroshimaaiprocess/meeting/results.html
https://www.soumu.go.jp/hiroshimaaiprocess/meeting/results.html
https://www.soumu.go.jp/hiroshimaaiprocess/meeting/results.html
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AIの安全安心な活用が促進されるよう

官民の取組を支援することがAISIの役割
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⬧ 主に3つの役割を担う。

AISI (AI Safety Institute) の役割とスコープ

政府への支援

• AIセーフティに関する調査、評価手法の検討や基準の作成等

日本におけるAIセーフティのハブ

• 産学における関連取組の最新情報の集約
• 関係企業・団体間の連携促進
• 他国のAIセーフティ関係機関との連携

関連の研究機関との連携実施

• 国研等の関係研究機関との連携
• パートナーシップ事業の推進

役割

スコープ

社会への
影響

ガバナンス AIシステム コンテンツ データ

⬧ AIによる以下の事象や検討事項の中で、諸外国や国内の
動向も見ながら柔軟にスコープを設定し取組を進めていく。

AIの開発や利用をする者が

AIのリスクを正しく認識
できる仕組みの構築

ガバナンス確保などの必要となる対

策をライフサイクル全体で実行
できる仕組みの構築

イノベーションの促進と
ライフサイクルにわたるリスクの緩和を両立する枠組みを実現

国内・国際的
な関係機関



AISI
Japan 

AI Safety 

InstituteAISI
Japan 

AI Safety 

Institute

AISIは、安全性評価とその実施手法に関する検討や、

国際連携に関する業務などを遂行
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1. 安全性評価に係る調査、基準等の検討

• 安全性に係る標準、チェックツール、偽情報対策技術、AIとサイバーセキュリティに関
する調査

• 安全性に係る基準、ガイダンス等の検討

• 上記に関するAIのテスト環境の検討

2. 安全性評価の実施手法に関する検討

3. 他国の関係機関（英米のAISI等）との国際連携に関する業務

AIセーフティ実現に向けた業務
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AI事業者ガイドラインを軸に、

技術的なレビューから人材育成まで、幅広く取り組む
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成果物の概要

クロスウォーク

評価観点ガイド

多言語/多文化

AI事業者ガイドライン

レッドチーミング
手法ガイド

セキュリティレポート

活動マップ

データ品質マネジメント
ガイドブック

デジタルスキル標準

国際的な相互運用性のため 全体像と優先順位付け

レッドチーミング評価 AIに適格なデータを提供するため

多国間での問題 セキュリティに関する知識 人材育成

総務省・経産省が策定・更新
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評価観点ガイドおよびレッドチーミング手法ガイド

作成の目的

作成の背景

◼ 国際的に通用するAIセーフティに関する評価観点およびレッドチーミング手法を検討し、ドキュメント化することを通じて、
AIを活用した安心した社会を実現するための基礎検討を行うことを目的とする。

◼ 「AIセーフティに関する評価観点ガイド」では、AIシステムの開発や提供に携わる者がAIセーフティ評価を実施する際に参
照できる基本的な考え方を提示する。

◼ 「AIセーフティに関するレッドチーミング手法ガイド」では、AIシステムの開発や提供に携わる者がAIセーフティの評価を行う
際の一環として、守るべきAIシステムを攻撃者の視点から想定しうるリスクへの対策を評価するためのレッドチーミング手法
に関する基本的な考慮事項を示す。

◼ AIの技術発展やグローバルレベルでサービス普及していることで、社会全体でAIの便益を享受することができるようになって
きている一方、AIの安全性に関する枠組みを整備することが求められている。

◼ 世界各国では、AIの安全性の確保に向けて具体的な取り組みを進めている。日本も同様に、次なる具体的なアクション
としてAIセーフティに関する評価観点やレッドチーミング手法の確立が求められている。
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内閣府を事務局とする「AISI関係府省庁等連絡会議」で政府方針等を検討
AISI所長を委員長とする「AISI運営委員会」で事業方針を検討
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AISIの推進体制

内閣府

IPA

AISI
所長
副所長

事務局（IPAデジタル基盤センター）

事務局長：デジタル基盤センター長

企画・戦略チーム

技術チーム

標準チーム

フレームワークチーム

セキュリティチーム テーマ別小委員会
パートナーシップ参画機関、有識者
（協力企業含む）、関係府省庁等

でグループを結成

パートナーシップ事業
パートナーシップ参画機関の関連の取
組をAISIに登録し、統合的に発信

関係府省庁
関係機関

※ 必要に応じてアドバイザーを設置

AI安全性確保に向けた
政府の方針を示す

事業方針や計画、
成果等を報告

出席／参画
（委員就任、併任、出向）

必要に応じて設置を議論

【関係府省庁】

・内閣府（科学技術・イノベーション
推進事務局）

・内閣官房（国家安全保障局・国
家サイバー統括室）

・警察庁

・デジタル庁

・総務省

・外務省

・文部科学省

・厚生労働省

・農林水産省

・経済産業省

・国土交通省

・防衛省

【関係機関】

・情報処理推進機構（IPA）

・情報通信研究機構

・理化学研究所

・国立情報学研究所

・産業技術総合研究所

AISI関係府省庁等連絡会議
AIの安全性確保に向けた政府方針等を連携して検討

構成員：関係府省庁、関係機関

事務局：内閣府科技

AISI運営委員会
AISIの事業運営に係る重要事項を審議。

委員長：AISI所長

委 員 ：パートナーシップ参画機関、関係府省庁（課長級）

2025年7月1日現在
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関係府省庁の協力の下、関係機関が連携してAIの安全性に係る取組を
推進していく協力体制（AISIパートナーシップ協定）を発行（2024年8月）
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AISIパートナーシップ協定の発効

• 以下、「日本AIセーフティ・インスティテュートパートナーシップ協定」より一部抜粋

第３条 （パートナーシップの活動内容） 

日本AIセーフティ・インスティテュートパートナーシップ（以下「本パートナーシップ」 という。）は、第５条の規定に基づく参画機関と
の協力の下、AISIの活動を効果的に推進するため、第７条第２項の規定に基づきAISIと参画機関との間で合意した範囲にお 
いて、次の活動を推進する。 

① AI安全性に関してAISIと参画機関が共同で実施する研究及び調査 

② AISIが実施する活動に関する参画機関による助言の付与 

③ 参画機関が実施するAI安全性に関する活動についてのAISIへの情報提供 

④ 前各号の取組に関するAISI及び参画機関による国内外への情報発信、国内外の関係機関との調整・連携 

⑤ その他前各号の活動に附帯する活動

⬧ AIの安全性に関する取組を進めるためには、AISIのみならず、国内の関係機関と連携し、共同で対応
していくことが不可欠。
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安全性タイプによる評価基準の検討

NICTにおけるAI安全性に関する研究例（１）

12
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⬧ AIセーフティ評価に関するワーキンググループ（事業実証WG）を、AISI運営委員会の下のテーマ別
小委員会として設置。民間事業者を中心に多様なステークホルダーが参画し、参画機関間の連携を図
る場を提供、WG活動を推進する。

⬧ AIセーフティ評価の活動を広く一般に普及させ、AIの利活用を促進させることを目的とし、民間企業
を中心とした業界ごとの有識者とともに、業界ごとのAIセーフティ評価に関する見解をまとめ、具体的な
実証をする等のWG活動を推進し、業界ごとに特化されたガイドやデータを作り、その普及を図る。

AIセーフティ評価に関するワーキンググループの設置

事業実証WG

ヘルスケアSWG ロボティクスSWG データ品質SWG
・・・スタートアップ

SWG

各分野別SWGのアウトプット

業種別評価シナリオ

業種別AIセーフティ評価に係る
ドキュメント（手引き、ガイドライン等）

業種別評価データセット、評価ツール

ま
と
め

AISIガイド
反映

適合性評価SWG
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厳しい罰則で規制をする方向を目指すEU、

規制緩和でイノベーションを促進させる米国
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日本のAI法「ソフトローアプローチをハードローで規定」

罰則あり
厳しい規制
ハードロー

罰則なし
AI促進

ソフトローを
ハードローで規定

規制・罰則原則なし
規制緩和・業界主導

ソフトロー
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日本におけるAI法の概要

資料：第１４回 イノベーション政策強化推進のための有識者会議「ＡＩ戦略」（ＡＩ戦略実行会議）

目的

基本理念

AI戦略本部

AI基本計画

基本的施策 責務

付則

• 国民生活の向上、国民経済の発展

• 研究開発・活用の推進のため
に政府が実施すべき施策の基
本的な方針等

• 研究開発の推進、施設等の整備・共用の促進 
人材確保、教育振興

• 国際的な規範策定への参画

• 適正性のための国際規範に即した指針の整備

• 情報収集、権利利益を侵害する事案の分析・
対策検討、調査

• 事業者等への指導・助言・情報提供 • 見直し規定

• 国、地方公共団体、研究開
発機関、事業者、国民の責務、
関係者間の連携強化

• 事業者は国等の施策に協力し
なければならない

• 経済社会及び安全保障上重要 研究開発力の保持、国際競争力の向上 

• 基礎研究から活用まで総合的・計画的に推進 

• 適正な研究開発・活用のため透明性の確保等 国際協力において主導的役割

• 関係行政機関等に対して必要
な協力を求める
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⬧ 各国ガイドラインの相互関係の確認
• 米国NISTのAI Risk Management Framework(RMF)と日本の

AI事業者ガイドライン(Guidelines for Business; GfB)の相互関係を確認

• 米国のAI RMFをリファレンスに各国ガイドライン等との確認も可能

⬧ 国際的に通用する各種ガイドラインの作成と公表
• AIセーフティに関する評価観点やレッドチーミング手法等

⬧ 国際会合での合意形成
• AISI関連のトップレベルの連携

▫ AIソウル・サミット（2024年5月21-22日、ソウル）

▫ 国連未来サミット（2024年9月22日、国連本部）

▫ AISI国際ネットワーク会合（2024年11月10-11日、サンフランシスコ）

▫ AIアクションサミット（2025年2月6-11日、パリ）

▫ 広島AIプロセス・フレンズグループ会合 (2025年2月27-28日、東京) 等

国際協調の重要性

AIソウルサミット同時開催の
グローバルフォーラム

国連未来サミット

各国のガイドライン比較の公開や、国際会合での議論への積極的な参加により、
各国での施策の整合性に積極的に関与できる
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米国の呼びかけで現在10カ国が参加

議長国は米国、事務局は英国が担当
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AISI国際ネットワーク

米国
• 2024年2月、NIST（国立標
準技術研究所）にAISIを設立
•基本は民間主導、民間企業との
コンソーシアム（AISIC）との協
働を強力に推進
•人員規模は30人程度。80名位
を目指し推進中

カナダ
• 2024年11月、AISI設立

英国
• 2023年11月、DSIT（科学イ
ノベーション技術省）にAISIを設
立
•政府主導で、AIの安全性に関す
る評価やTestingを強力に推進
•規模は180名体制。技術者を
多数雇用予定。また、サンフラン
シスコオフィスを開業。

EU
• 2024年5月、欧州委員会に
設立されたAI OfficeがAISI
相当の機能も担い、利活用に
加え、安全性も推進。AI法の
整備と推進も担う
• 90人程度の規模。

オーストラリア
•AISIネットワークに参加

韓国
• 2024年11月、AISI設立
•アジアのハブを目指す

シンガポール
• 2024年5月、南洋理工大学
（NTU）内のデジタルトラスト
センターがシンガポールのAISIと
して指名される
•大規模言語モデル（LLM）の
国際標準化を目的とした安全
性評価テストツールの提供等を
実施

AISI設立済み

AISI相当機関
設立済み/予定

ケニヤ
•AISIネットワークに参加

フランス
• INESIA（AISI相当機
関）を2025年2月に設立

日本
• 2024年2月、IPA(情報処理
推進機構)にAISIを設立 
(UK,USに次ぐ3番目)
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国際AISIネットワークは
世界中の技術的専門知識を結集する科学フォーラムとなることを目的とする
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⬧ 共通理解の構築:
• 文化的・言語的多様性を認識し、AIの安全リスクと緩和策に関する共通の科学的理解を目指す

⬧ 国際的なAI安全性の促進:
• AIの安全性の理解・アプローチを世界的に広め、AIイノベーションの恩恵をあらゆる国々で共有

⬧ 技術的連携の推進:
• メンバーは、AI安全性の研究、試験、ガイダンスに関する技術的な連携を促進するため協力

AISI国際ネットワーク - ミッションステートメント

研究
先進AIシステムのリスクと
能力に関する研究を進め、
AIの安全性を前進させ、
関連性の高い結果を共有

テスト
共同テスト演習の実施や
国内評価結果の共有を含
め、先進AIシステムをテス
トする共通のベストプラク
ティスを構築

ガイダンス
国際的な共通のAIガイド
ラインを促進し、先進AIシ
ステムのテストの解釈につい
て相互運用可能なアプ
ローチを通知

包摂
情報や技術ツールの共有
で世界各国、パートナ、利
害関係者を巻き込み、AI
安全性の科学に多様な関
係者が参加できる能力向
上を期待

＜優先的に取り組む重要4分野＞

[1] https://aisi.go.jp/assets/pdf/Mission_Statement_International_Network_of_AI_Safety_Institutes.pdf
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AIの安全性に関する活動が急速に変化・進化する中、

見落とされがちな部分や活動間の相関関係を全体像として可視化
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AIセーフティに関する活動マップ（AMAIS）

⬧ AISIは、ディスカッションペーパーとして

「AMAIS：AIの安全性に関する活動マップ」を公開。

⬧ AISIは、主要文献のベンチマークに基づき、包括
的なアクティビティマップと関連用語を開発している。

⬧ この日本主導の取り組みは、AIの安全性に関する
国際的な協力体制の基盤をさらに強化し、持続可
能で信頼性の高いAI社会の実現に貢献することが
期待されている。

AIセーフティに関する活動マップ（AMAIS）AMAIS: Activity Map on AI Safety - AISI Japan

https://aisi.go.jp/effort/effort_information/250207_1/
https://aisi.go.jp/effort/effort_information/250207_1/
https://aisi.go.jp/effort/effort_information/250207_1/
https://aisi.go.jp/effort/effort_information/250207_1/
https://aisi.go.jp/effort/effort_information/250207_1/
https://aisi.go.jp/effort/effort_information/250207_1/
https://aisi.go.jp/effort/effort_information/250207_1/
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「効率化」できずに市場競争力がなくなるだけではなく

「イノベーション」も加速できない

AIの最大のリスク それはAIを恐れて使わないこと
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